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小さな声に耳をすまし、大きな力にひるまず！
HP｢ 辻よし子と歩む会」で検索

 　９月議会初日、中嶋新市長は、所信表明演説の
中で、「合意形成に努めながら」やっていくと述べた。
合意形成とは、お互いの意見を一致させるようにす
るということだから、なかなか難しい。でも、民主
政治にとっては大事なことだ。
　今、民主主義を唱える国々でも、（実質独裁体制
の国は論外だが）意見の違う党派を攻撃し、合意形
成など考えもしない、分断 ･ 対立の政治が広がって
いる。日本の政治も同様で、選挙で多数を取った勢
力が、まともな議論もせず、数の力で押し通すこと
が当たり前のようになっている。ネット社会の現在、
ウソを含む偏った情報と、差別的・暴力的なもの言
いが増え、理性や寛容性が後退している気がする。
だから、中嶋氏の「合意形成」発言は評価したいと
思う。
　ただ、後日の一般質問の中で、辻さんに「合意形
成を図るのに市長として特に重要なことは何だと考
えるか」と聞かれ、「価値観の違いに関係なく、意
見をよく聞いて、良いと思うものは取り入れる姿勢」
と答えたのだが、少し疑問を感じた。違う意見もちゃ
んと聞くことが大事なのはその通りだ。けれど、自
分が良いと思うものだけを取り入れるのでは「合意
形成」にならない。最終的に決めるのは市長の権限
だとしても、お互いの意見を出し合い、一致できる
こと、歩み寄れるところを探っ
ていくのが、「合意形成に努め
る」ことであるはずだ。中嶋氏
がそういう市政運営をしてくれ
るのか、しっかり見ていくつも
りだ。（S・K　高尾在住）

　辻さんの一般質問を傍聴した。私にとって知らな
いこと、意外なことが多く、その一つ一つに市側が
前向きに答えていたのが印象的だった。
　中でも大切なことだと思ったのは、コロナ禍で生
活に困って社会福祉協議会の貸付金制度（満額 200
万円）を利用した世帯が、あきる野市でのべ 1000
世帯以上あって、その返済が来年 1 月から始まる、
ということだ。
　この制度はお金を貸すことだけが目的ではなく、
そこから、その世帯が自立できるような支援につな
げていくことが目的だという。ただ、社協は、返済
が始まる旨の連絡はするものの、借りた人がどのよ
うな生活状況なのか、支援の必要がないのか等を尋
ねる予定はないという。一方、生活支援の相談窓口
はあきる野市にあり、社協の貸付金制度を利用する
人は、事前にあきる野市の窓口を通すことになって
いるそうだ。
　辻さんは、困った人からの連絡を待つのではなく、
社協と連携して、アンケートなどの積極的なアプロー
チをすべきではないかと質問したのである。これを

「プッシュ型」と呼んでいた。最初、健康福祉部長は
「プッシュ型はできない」と消極的だったが、辻さん
とのやりとりのなかで、制度の本来の趣旨からすれ
ば社協との協議の場をもち、主体的な支援につなげ
ることはできると答えた。
　今回のように議員が制度の中身を深く知り提案す
ることで、それを市側が前向きに受けとめて、より
よい施策につなげることができる。本来あるべき議
会の姿を辻さんの一般質問に見ることができたよう
に思った。　　　　　　　　　　（T・K　草花在住）
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1960 年生まれ。小学校教員を経て、ボランティ
アとしてタイの農村教育に関わる。1995 年よ
りあきる野市に暮らす。「川原で遊ぼう会」を中
心に市内の環境保全活動に取り組む。3.11 以後、
脱原発の市民活動を始める。2015 年 10 月の補
欠選挙で初当選。現在 8 年目。常任委員会は環
境建設委員会。広報広聴委員会委員長。夫、次男、
ネコ 1 匹と草花に暮らす。

　数年前から大きなバッグを背負って自転車に
乗った配達員を見かける。ウーバー・イーツ配
達員だ。コロナ感染が拡大してからは、ファー
ストフード店の前に並んで受け取りを待ってい
る彼らを目にするようになった。
　私は親の介護やちょっとした頼まれ仕事も
あって、毎週末生まれ育った杉並に通っている。
先日の朝、今日は早めに崩れてくるという空模
様で急いでいると、8 時前だというのに駅前の
ガード下に若い配達員がもう雨合羽を着てじっ
とスマホを見ている。その脇を通りながらふと
５０年前の自分が思い浮かんだ。町場のとび職
の仕事を学生アルバイトから続けていた。固定
給なしの日給月給、朝から雨が降れば仕事にな
らず、仕事の途中雨が降ってきても「一日分に

辻よし子の活動の輪を広げるために、
あなたの手を貸してください！

　辻よし子は、政党や大きな組織に属さず、
市民の横のつながりを大切に、草の根民主
主義を目指して活動しています。
　活動の輪をさらに広げるためには、「歩む
会通信」や「市議会レポート」を通じて、
辻よし子の活動を、一人でも多くの市民に
知っていただくことが大切です。
　現在、「辻よし子と歩む会」のメンバーが
ポスティングをしていますが、さらに多く
の手が必要です。何枚でも、無理のない範
囲で構いません。ぜひ、ポスティングのお
手伝いをしてください。
　詳しくは、下記まで。
　電話＆ FAX：042-596-4569（佐橋）　　

　　e-mail：kusasigi@nifty.com
　入会＆活動のカンパも受け付けています　⇒

したい、せめて半日分だけでも」と続ける、そん
な労働がみじめだった。それを糧にして生活して
いた。
　それでも高度経済成長の時代は、仕事は続いて
あって、その仕事が私を育ててくれた。非力であっ
てもおとなしくまじめだというだけで仕事の声掛
けが増えて、私の居場所を作ってくれて、守って
くれた。
　今の時代のこの配達員のような若い人たちは大
変だなと思った。生活のための当座しのぎなら、
それがどんな労働形態でも助かる。でも、金の案
分だけで仕事を規定され、
時給、非正規と振り分け
られる。今の雇用形態は、
まっとうにその仕事、そ
の労働現場に向き合って
いるのかと腹が立つ。１
時間後に通るとガード下
には他の配達員も増え、
その若者は同じようにス
マホを見ていた。　

（Ｓ・Ｓ　小川東在住）


